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Ⅰ．調査概要 

１ 調査の目的 

地域社会が担うべき重要な課題でもある女性の就業及び雇用環境について、就業に関する希

望や悩み、必要とされる支援などを把握し、本町の施策や町内企業の取組をさらに推進するため

の基礎資料とするために行いました。 

２ 調査対象及び調査方法 

調査地域 ：朝日町全域 

調査対象者 ：20歳～49歳までの女性 1,498人 

標本抽出方法：住民基本台帳から無作為抽出 

調査期間 ：平成31年3月 6日（水）～3月20日（水） 

調査方法 ：郵送配布・郵送回収 

３ 調査票の回収方法 

 女性 

配布数 1,498 

有効回収数 1,105 

無効回収数 0 

回収率 73.8％ 

４ 報告書の見方 

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基準とした百分率（％）で示してある。また、小数点以下第２位を四

捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合がある。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方になるた

め、回答比率の合計が 100.0％を超える場合がある。 

・本報告書中の表、グラフ等の見出し及び文章中での回答選択肢は、本来の意味を損なわない程度に省略

して掲載している場合がある。 

・本報告書中のグラフで件数が０件の場合、構成比を表記していない。 

・クロス集計表において、回答がなかった部分は、件数・割合ともに「－」と表記している。 

・クロス集計上、人数が極めて少ないカテゴリー層については、誤差が大きくなると考えられるため、分

析から除外している場合がある。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．調査結果 
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１ あなたご自身のことについて 

問１ あなたの年齢は何歳ですか。（１つに〇） 

図表 1 年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢は、「40～44 歳」が 38.6％で最も多く、次に「35～39 歳」（28.3％）、「45～49 歳」（16.2％）

の順となっています。 

 

問２ お住いの地区はどちらですか。（１つに〇） 

図表 2 居住地区 

 

 

 

 

 

 

 

お住まいの地区は、「白梅東」が 21.1％で最も多く、次に「向陽台」（20.1％）、「柿」（17.4％）、

「縄生」（11.9％）の順となっています。 

  

0.3

3.0 11.0 28.3 38.6 16.2 0.8 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 N=1105

２０～２４歳 ２５～２９歳 ３０～３４歳

３５～３９歳 ４０～４４歳 ４５～４９歳

２０～４９歳以外の方 無回答

11.9 5.0 10.0 17.4 4.3

0.4

8.1 21.1 20.1 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 N=1105

縄生 朝日ヶ丘 小向 柿 埋縄

山王谷 白梅西 白梅東 向陽台 無回答
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問３ あなたが最後に卒業した学校（または在学中の学校）はどちらですか。（１つに〇） 

図表 3 最終学歴 

 

 

 

 

 

 

回答者が最後に卒業した学校は、「短大・専門学校」が 37.6％で最も多く、次に「大学」（32.1％）、

「高等学校」（25.4％）の順となっています。 

 

問４ あなたは現在、結婚（事実婚も含む）していますか。（１つに〇） 

図表 4 婚姻の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、「結婚している（夫・パートナーと同居または単身赴任）」が 92.0％で最も多く、「結婚

している（夫・パートナーと別居中）」が 1.2％、「結婚（事実婚）はしていない（離別・死別・

未婚）」が 4.8％となっています。 

 

問 4で「１．結婚している（夫・パートナーと同居または単身赴任）」を選んだ方に伺います。 

問５ あなたの夫またはパートナーは、現在、収入を伴う仕事をしていますか。（１つに〇） 

図表 5 夫またはパートナーの仕事の有無 

 

 

 

 

 

 

回答者の夫またはパートナーは、現在、「収入を伴う仕事をしている」が 81.8％、「収入を伴

う仕事はしていない」が 2.1％となっています。 

1.9 25.4 37.6 32.1 0.7

0.2

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 N=1105

中学校 高等学校 短大・専門学校 大学 大学院 その他 無回答

92.0

1.2

4.8 2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 N=1105

結婚している（夫・パートナーと同居または単身赴任）

結婚している（夫・パートナーと別居中）

結婚（事実婚）はしていない（離別・死別・未婚）

無回答

81.8 2.1 16.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 N=1017

収入を伴う仕事をしている 収入を伴う仕事はしていない 無回答
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問 5で「１．収入を伴う仕事をしている」を選んだ方に伺います。 

問６ あなたの夫またはパートナーの年収はいくらですか。（１つに〇） 

図表 6 夫またはパートナーの年収 

 

 

 

 

 

 

 

 

夫またはパートナーの年収は、「500 万円以上 700 万円未満」が 35.2％で最も多く、次に「700

万円以上 1,000 万円未満」（25.0％）、「400 万円以上 500 万円未満」（16.0％）の順となっていま

す。 

 

問７ あなたには、子どもがいますか。（あてはまるもの全てに◯） 

図表 7 子どもの有無 

 

 

 

 

 

 

図表 8 同居している子どもの人数 

 

 

 

 

 

 

子どもの有無について、「同居している子どもがいる」が 94.5％で最も多くなっており、「子

どもはいるが同居している子どもはいない」が 0.5％、「子どもはいない」が 2.6％となっていま

す。 

同居している子どもの人数は、「２人」が 56.4％で最も多く、次に「３人」（21.4％）、「１人」

（17.6％）の順となっています。 

  

1.4

0.4

1.7 6.7 16.0 35.2 25.0 4.1 6.6 2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 N=832

130万円未満 130万円以上200万円未満 200万円以上300万円未満

300万円以上400万円未満 400万円以上500万円未満 500万円以上700万円未満

700万円以上1,000万円未満 1,000万円以上 わからない

無回答

94.5

0.5

2.6

2.5

0％ 50％ 100％

同居している子どもがいる

子どもはいるが同居している子どもはいない

子どもはいない

無回答 N=1105

17.6 56.4 21.4 2.5

0.3

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 N=1044

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 無回答
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問７で「１．同居している子どもがいる」を選んだ方に伺います。 

問８ あなたと同居している一番下の子どもの年齢は、次のどちらですか。（１つに〇） 

図表 9 同居している一番下の子どもの年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同居している一番下の子どもの年齢は、「小学校低学年（１～３年生）」が 26.1％で最も多く、

次に「４歳～就学前」（25.1％）、「０～３歳」（22.9％）、「小学校高学年（４～６年生）」（22.8％）

の順となっている。 

  

22.9

25.1

26.1

22.8

1.0

0.4

0.2

1.6

0％ 10％ 20％ 30％

０～３歳

４歳～就学前

小学校低学年（１～３年生）

小学校高学年（４～６年生）

中学生

中学校卒業以上の１８歳以下

１９歳以上

無回答
N=1044
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２ 就労状況について 

問９ あなたは現在、収入を伴う仕事をしていますか。 

図表 10 就労の有無 

 

 

 

 

 

 

就労の有無について、現在、「収入を伴う仕事をしている」が 71.5％、現在、「収入を伴う仕

事をしていない」が 26.0％となっています。 

 

問９で「１．収入を伴う仕事をしている」を選んだ方に伺います。 

問 10 あなたの働き方（雇用形態）は、次のどちらですか。主なもの１つを選んでください。 

図表 11 雇用形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雇用形態について、「パート・アルバイト」が 56.5％で最も多く、次に「正規の社員・職員」

が 29.0％で続いています。 

  

71.5 26.0 2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 N=1105

収入を伴う仕事をしている 収入を伴う仕事はしていない 無回答

29.0

56.5

6.5

0.8

0.1

4.1

1.3

0.1

1.8

0％ 20％ 40％ 60％

正規の社員・職員

パート・アルバイト

派遣・嘱託・契約・非常勤などの従業員

会社役員（経営者以外）

起業家・経営者（法人）

個人事業主・自営・家族従業など（法人以外）

家庭内職・在宅ワークなどの従業員

その他

無回答
N=790
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問９で「１．収入を伴う仕事をしている」を選んだ方に伺います。 

問 11 あなたの年収はいくらですか。（１つに〇） 

図表 12 自身の年収 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自身の年収は、「103 万円以下」が 45.7％で最も多く、“103 万円 1 円以上”ではおおむね１

割前後となっています。 

 

問９で「２．収入を伴う仕事はしていない」を選んだ方に伺います。 

問 12 あなたの現在の状況は、次のどちらですか。（１つに〇） 

図表 13 現在の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、収入を伴う仕事はしていない人の現状は、「家事専業」が 89.9％で最も多くなっていま

す。 

  

45.7 10.9 8.1 10.5 9.1 5.6 7.5

0.6

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 N=790

103万円以下 103万1円以上130万円未満 130万円以上200万円未満

200万円以上300万円未満 300万円以上400万円未満 400万円以上500万円未満

500万円以上700万円未満 700万円以上1,000万円未満 1,000万円以上

無回答

89.9

1.4

1.0

2.8

4.2 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 N=287

家事専業 ボランティア・社会貢献活動

学生 無職（家事･活動・就学をしていない）

その他 無回答
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３ 収入を伴う仕事をしている方に 

問 9で「１．収入を伴う仕事をしている」を選んだ方⇒問13～問25、問44をご回答ください。 

ここからは現在、収入を伴う仕事をしている方に伺います。 

 

問 13 現在のお仕事は、いつから続けていますか。（１つに〇） 

図表 14 現在の仕事の期間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の仕事に就いてからの期間は、「最終学歴卒業・中退後に就いた仕事を結婚・出産を機に

いったん辞めたが、その後、同じ仕事または別の仕事に就いた」が 41.9％で最も多く、次に「最

終学歴卒業・中退後に就いた仕事をずっと続けている」（18.7％）、「最終学歴卒業・中退後に就

いた仕事を結婚・出産以外の理由で辞めたが、その後、同じ仕事または別の仕事に就いた」

（14.1％）となっています。 

 

問 13で３～６のいずれかを選んだ方に伺います。 

問 14 あなたは、どのようなことが理由で（再び）働き始めることができたと思いますか。 

（あてはまるもの３つ以内に○） 

図表 15 再就職（雇用）の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再び働き始めることができたのは、「希望する働き方と、求人側のニーズをすりあわせ、働き

方や仕事内容などについて折り合いをつけたこと」が 47.4％で最も多く、次に「家族の理解、

家事・育児・介護などの分担が得られるようになったこと」（29.3％）、「取得している資格を活

かせたこと」（26.0％）の順となっています。  

18.7 11.8 41.9 10.1 14.1 2.5 0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 N=790

最終学歴卒業・中退後に就いた仕事をずっと続けている

最終学歴卒業・中退後に就いた仕事からは転職しているが、仕事はずっと続けている

最終学歴卒業・中退後に就いた仕事を結婚・出産を機にいったん辞めたが、その後、同じ仕事または別の仕事に就いた

最終学歴卒業・中退後、就労しない期間があったが、その後、仕事に就いた

最終学歴卒業・中退後に就いた仕事を結婚・出産以外の理由で辞めたが、その後、同じ仕事または別の仕事に就いた

その他

無回答
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問 15 現在、あなたが勤めている勤務先の業種は何ですか。（１つに〇） 

図表 16 勤務先の業種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勤めている勤務先の業種は、「医療、福祉」が 21.3％で最も多く、次に「卸売業、小売業」

（14.4％）、「製造業」（13.9％）の順となっています。 

 

問 16 現在、あなたが勤めている職種は何ですか。（１つに〇） 

図表 17 現在の職種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、勤めている職種は、「事務職」が 27.5％、「専門・技術職（医師、看護師、薬剤師、技

師、教員、保育士、介護士など）」が 27.3％で多くなっています。 

  

1.9

13.9

0.9 1.1

5.1

14.4

4.4

0.3

2.9

9.1

6.2
7.5

21.3

4.1
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無
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N=790

0.8

1.9 27.3 27.5 19.0 2.5 8.1 11.3 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 N=790

経営層（本部長、執行役員以上）

管理職（部長、課長、係長）

専門・技術職（医師、看護師、薬剤師、技師、教員、保育士、介護士など）

事務職

販売サービス職

営業職

技能職（工員・作業員など）

その他

無回答
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問 16で３～８のいずれかを選んだ方に伺います。 

問 17 あなたは将来、経営層や管理職になりたいと思いますか。（１つに○） 

図表 18 将来、経営層や管理職になりたいか 

 

 

 

 

 

 

将来、経営層や管理職になりたいと思うかについて、「なりたいとは思わない」が 74.1％で最

も多くなっています。 

 

問 18 あなたの現在の働き方（雇用形態）は、次のどちらですか。また、将来的にどのような働き方を望み

ますか。それぞれ１つを選び、右の回答欄にご記入ください。 

図表 19 現在の雇用形態および将来の希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の雇用形態は、「パート・アルバイト」が 46.2％で最も多く、次に「正規の社員・職員で

フルタイム勤務」が 18.7％、将来希望の雇用形態は「正規の社員・職員でフルタイム勤務」が

28.6％で最も多く、次に「パート・アルバイト」が 22.4％となっています。 

現在と将来の雇用形態を比較すると、「正規の社員・職員でフルタイム勤務」で 9.9 ポイント

増、「正規の社員・職員で短時間勤務」で 9.1 ポイント増、「パート・アルバイト」で 23.8 ポイ

ント減となっており、将来的には、“パート・アルバイト”から“正規の社員・職員”を望んで

いる人が多くなっています。  

6.3 74.1 18.1 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 N=756

なりたいと考えている なりたいとは思わない わからない 無回答

28.6

18.7

14.8

5.7

22.4

46.2

3.4

3.0

4.1

3.4

2.3

1.8

1.6

0.5

2.9

2.7

1.3

0.6

18.6

17.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

将来 N=790

現在 N=790

正規の社員・職員でフルタイム勤務

正規の社員・職員で短時間勤務

パート・アルバイト

派遣・嘱託・契約・非常勤などの従業員でフルタイム勤務

派遣・嘱託・契約・非常勤などの従業員で短時間勤務

在宅勤務・テレワーク

起業（自分で事業を始めた（始める））

自営業・家族従業（法人以外）

その他

無回答
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問 19 あなたが、現在の仕事に活かしている資格はありますか。その資格の名称を下の回答欄にご記入くだ

さい。 

図表 20 現在、仕事に活かしている資格 

現在の仕事に活かしている資格 件数 

看護師 60 

保育士 29 

幼稚園教諭 19 

小学校教諭免許 14 

介護福祉士 9 

高等学校教諭免許 9 

歯科衛生士 9 

ファイナンシャルプランナー 9 

社会福祉士 8 

中学校教諭免許 8 

美容師 8 

簿記 8 

ＭＯＳ 7 

介護支援専門員 7 

医療事務 6 

自動車運転免許 6 

助産師 6 

ＴＯＥＩＣ 5 

登録販売者 5 

薬剤師 5 

その他少数意見 62 

※件数は延べの件数 

現在の仕事に活かしている資格は、「看護師」が最も多く、次に「保育士」「幼稚園教諭」など

となっています。 
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問 20 現在、あなたが働いている理由は何ですか。（あてはまるもの３つ以内に○） 

図表 21 働いている理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、働いている理由は、「生計（食費・光熱費などの生活基盤）を維持・補助するため」が

66.7％で最も多く、次に「子どもの教育費のため」（60.4％）、「社会や他人とのつながりを持ち

たいから」（24.7％）、「老後資金や結婚資金など将来に備えるため」（22.3％）の順となっていま

す。 

 

問 21 あなたは今後も、現在の仕事を続けたいと思いますか。（１つに○） 

図表 22 今後の仕事の継続意向 

 

 

 

 

 

 

 

今後も仕事を継続するかについて、「続けたい」が 46.5％、「どちらかと言えば続けたい」が

32.3％で、この２つを合わせた“現在の仕事を続けたい”が 78.8％となっています。 

 

  

66.7

22.3

60.4

21.1

16.3

24.7

6.7

9.0

14.1

2.2

1.8

1.5

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

生計（食費・光熱費などの生活基盤）を維持・補助するため

老後資金や結婚資金など将来に備えるため

子どもの教育費のため

住宅ローン・奨学金など借金返済のため

自分の能力や資格を活かしたいから

社会や他人とのつながりを持ちたいから

自分の力を活かして社会や地域に貢献したいから

経済的に自立したいから

時間に余裕があるから

家業だから

その他

無回答
N=790

46.5 32.3 13.2 5.1 1.6 1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 N=790

続けたい どちらかと言えば続けたい どちらかと言えば変えたい

変えたい 仕事を辞めたい 無回答
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問 21で「３．どちらかと言えば変えたい」「４．変えたい」を選んだ方に伺います。 

問 22 あなたが、仕事を変えたいと思う理由は何ですか。（あてはまるもの３つ以内に○） 

図表 23 仕事を変えたい理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事を変えたいと思う理由は、「今より賃金や待遇がよい仕事に就きたいから」が 57.6％で最

も多くなっています。 

  

16.0

2.8

9.0

10.4

8.3

15.3

6.3

0.7

57.6

13.2

14.6

8.3

1.4

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

家事・育児・介護などとの両立が困難だから

夫・パートナーや家族の理解が得られないから

重労働で、仕事がきついから

残業が多かったり、有給が取得できないから

通勤時間が長いから

人間関係など、精神的に辛いから

今の職場が今後も存続するか心配だから

今の職場は、妊娠・出産した人や介護を抱える人や一定年齢に

なった人は、辞めざるを得ない雰囲気だから

今より賃金や待遇がよい仕事に就きたいから

今の仕事にやりがいを感じられないから

今の仕事以上にやりたいことがあるから

その他

無回答
N=144
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あなたが既婚者で、夫が給与所得者（会社員・公務員）である方に伺います。 

そうでない方は、問24へお進みください。 

問 23 あなたは、配偶者控除や、給与所得者の配偶者の第三号被保険者扱いの制度を意識して就業日

数や時間を調整するなどしていますか。（１つに○） 

図表 24 配偶者控除などで調整しているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夫が給与所得者で自身が配偶者控除や制度を意識して時間などを調整しているかについて、

「適用範囲内に収まるように調整をしている」が 42.2％で最も多く、次に「現在既に、控除の

対象となる金額を超えて自分の収入があり、働かき方に影響はない」が 30.5％となっています。 

 

問 24 あなたが働き続けていく上で、悩みや不安を感じるとしたら、どのようなことですか。 

（あてはまるもの３つ以内に○） 

図表 25 働き続けていく上での悩みや不安 

 

 

 

 

 

 

 

 

働き続けていく上での悩みや不安は、「家事・育児・介護などに十分な時間をかけられない」

が 46.2％で最も多く、次に「賃金が安い」（21.1％）、「特に悩みや不安はない」（20.4％）の順と

なっています。 

 

  

30.5 42.2 20.8 1.3 5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 N=619

現在既に、控除の対象となる金額を超えて自分の収入があり、働き方に影響はない

適用範囲内に収まるように調整をしている

特に意識してはいない

わからない

無回答

（%）

N

家

事

・

育

児

・

介

護

な

ど

に

十

分

な

時

間

を

か

け

ら

れ

な

い

夫

・

パ
ー

ト

ナ
ー

や

家

族

の

理

解

が

得

ら

れ

な

い

・

反

対

し

て

い

る

夫

・

パ
ー

ト

ナ
ー

が

家

事

・

育

児

・

介

護

な

ど

を

分

担

で

き

な

い

（
長

時

間

労

働

、

単

身

赴

任

な

ど

）

夫

・

パ
ー

ト

ナ
ー

や

家

族

が

家

事

・

育

児

・

介

護

な

ど

を

分

担

し

て

く

れ

な

い

仕

事

が

き

つ

い

、
就

労

時

間

が

長

い

（
残

業

が

多

い

、
休

日

が

少

な

い

、
休

暇

が

取

り

に

く

い

）

仕

事

内

容

が

自

分

に

は

向

い

て

い

な

い

賃

金

が

安

い

賃

金

、
仕

事

の

内

容

、
地

位

な

ど

の

面

で

男

性

と

同

等

の

待

遇

が

さ

れ

て

い

な

い

仕

事

の

内

容

が

同

等

な

の

に

、
雇

用

形

態

の

違

い

（
正

規

の

従

業

員

か

非

正

規

か

な

ど

）
に

よ

り

、
同

等

の

待

遇

が

さ

れ

て

い

な

い

身

分

が

不

安

定

妊

娠

・

出

産

・

育

児

や

介

護

な

ど

を

抱

え

る

人

が

働

き

続

け

る

た

め

の

制

度

が

、
職

場

で

整

備

さ

れ

て

い

な

い

、
ま

た

は

、
制

度

は

あ

る

が

利

用

し

づ

ら

い

女

性

が

就

労

す

る

こ

と

や

、
妊

娠

・

出

産

し

た

人

、
介

護

を

抱

え

る

人

な

ど

に

対

し

て

、
職

場

で

嫌

が

ら

せ

や

圧

力

が

あ

る

職

場

の

人

間

関

係

が

難

し

い

職

場

に

倒

産

や

リ

ス

ト

ラ

の

お

そ

れ

が

あ

る 保

育

・

介

護

サ
ー

ビ

ス

が

不

十

分

通

勤

時

間

が

長

く

、
仕

事

と

家

事

・

育

児

・

介

護

な

ど

を

両

立

す

る

に

あ

た
っ

て

負

担

に

な
っ

て

い

る

家

族

の

転

勤

、
転

居

そ

の

他

特

に

悩

み

や

不

安

は

な

い

無

回

答

790 46.2 2.5 10.9 7.7 11.4 4.3 21.1 1.1 5.1 4.9 2.5 0.5 10.9 1.6 3.2 7.1 1.8 8.0 20.4 2.0
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問 25 あなたは、女性が働き続けていくためには、どのようなことが必要だと思いますか。 

（あてはまるもの３つ以内に○） 

図表 26 女性が働き続けるために必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性が働き続けるために必要なことは、「夫・パートナーや家族による家事・育児・介護など

の分担」が 54.6％で最も多く、次に「夫・パートナーや家族の理解」「育児・介護と仕事を両立

するための勤務制度（短時間勤務制度、フレックスタイム制度、残業の免除、育児・介護休業制

度など）」がともに 46.5％となっています。 

 

  

（%）

N

技

術

・

能

力

を

向

上

さ

せ

る

機

会

（
研

修

、
講

座

な

ど

。
社

内

・

社

外

は

問

わ

な

い

。

）

能

力

開

発

や

就

職

活

動

、
働

き

方

・

両

立

方

法

な

ど

に

つ

い

て

ア

ド

バ

イ

ス

し

て

く

れ

る

相

談

窓

口

夫

・

パ
ー

ト

ナ
ー

や

家

族

の

理

解

夫

・

パ
ー

ト

ナ
ー

や

家

族

に

よ

る

家

事

・

育

児

・

介

護

な

ど

の

分

担

家

事

・

育

児

・

介

護

な

ど

と

仕

事

の

両

立

に

つ

い

て

の

上

司

や

職

場

の

理

解

働

く

女

性

同

士

の

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク

、
相

談

で

き

る

友

人

が

い

る

こ

と

育

児

・

介

護

と

仕

事

を

両

立

す

る

た

め

の

勤

務

制

度

（
短

時

間

勤

務

制

度

、
フ

レ
ッ

ク

ス

タ

イ

ム

制

度

、
残

業

の

免

除

、
育

児

・

介

護

休

業

制

度

な

ど

）

勤

め

る

企

業

な

ど

が

、
女

性

の

キ
ャ

リ

ア

ア
ッ

プ

を

積

極

的

に

進

め

て

い

る

こ

と

（
人

材

育

成

、
管

理

職

へ

の

登

用

な

ど

）

独

立

・

起

業

・

創

業

す

る

た

め

の

支

援

社

内

に

育

児

や

介

護

な

ど

に

つ

い

て

ア

ド

バ

イ

ス

で

き

る

経

験

者

や

先

輩

な

ど

の

存

在

保

育

・

介

護

サ
ー

ビ

ス

の

充

実

そ

の

他

特

に

必

要

な

こ

と

は

な

い

無

回

答

790 7.3 2.8 46.5 54.6 44.1 5.2 46.5 5.1 1.4 2.2 26.5 2.2 2.9 0.9
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４ 収入を伴う仕事をしていない方に 

問 9で「２．収入を伴う仕事はしていない」を選んだ方⇒問26～問43、問 44をご回答ください。 

ここからは現在、収入を伴う仕事をしていない方に伺います。 

問 26 あなたは過去に、収入を伴う仕事をしていたことがありますか。（１つに○） 

図表 27 過去に、収入を伴う仕事をしていた経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去に、収入を伴う仕事をしていた経験について、「ある（かつて働いていたが今は働いてい

ない）」が 96.2％で最も多くなっています。 

 

問 26で「１．ある（かつて働いていたが今は働いていない）」「２．ない（最終学歴卒業・中退後、一度

も働いたことはない）」を選んだ方に伺います。 

問 27 あなたが現在、仕事をしていない主な理由は何ですか。（あてはまるもの３つ以内に○） 

図表 28 現在、仕事をしていない主な理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、仕事をしていない主な理由は、「家事・育児・介護などに専念したいから」が 55.0％で

最も多く、次に「家事・育児・介護などとの両立に自信がないから」（41.4％）、「希望する勤務

条件（勤務日数、勤務時間など）を満たす仕事がないから」（20.9％）の順となっています。 

  

96.2

0.7

1.0 2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 N=287

ある（かつて働いていたが今は働いていない）

ない（最終学歴卒業・中退後、一度も働いたことはない）

ない（在学中）

無回答

（%）

N

経

済

的

に

働

く

必

要

が

な

い

か

ら

仕

事

以

外

に

や

り

た

い

こ

と

が

あ

る

か

ら

家

事

・

育

児

・

介

護

な

ど

に

専

念

し

た

い

か

ら

家

庭

を

守

る

の

が

当

然

だ

か

ら

夫

・

パ
ー

ト

ナ
ー

や

家

族

の

理

解

が

得

ら

れ

な

い

か

ら

家

事

・

育

児

・

介

護

な

ど

と

の

両

立

に

自

信

が

な

い

か

ら

夫

・

パ
ー

ト

ナ
ー

が

家

事

・

育

児

・

介

護

な

ど

を

分

担

で

き

な

い

か

ら

（
長

時

間

労

働

、
単

身

赴

任

な

ど

）

家

族

の

都

合

で

転

勤

、
転

居

が

多

い

か

ら

自

分

が

病

気

・

怪

我

を

し

て

い

る

か

ら 希

望

ど

お

り

の

職

種

や

業

務

内

容

の

仕

事

が

見

つ

か

ら

な

い

か

ら

希

望

す

る

勤

務

条

件

（
勤

務

日

数

、

勤

務

時

間

な

ど

）
を

満

た

す

仕

事

が

な

い

か

ら

希

望

す

る

収

入

を

得

ら

れ

る

仕

事

が

な

い

か

ら

就

職

活

動

は

し

て

い

る

が

、
採

用

に

至
っ

て

い

な

い

か

ら

前

職

を

辞

め

て

か

ら

ブ

ラ

ン

ク

が

あ

る

、
ま

た

は

勤

務

経

験

が

な

く

就

職

し

て

働

く

自

信

が

な

い

か

ら

そ

の

他

無

回

答

278 16.2 1.1 55.0 5.0 2.5 41.4 17.3 1.1 6.8 7.6 20.9 - 0.7 16.9 10.4 0.7
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問 26で「１．ある（かつて働いていたが今は働いていない）」を選んだ方に伺います。 

問 28 あなたが仕事を辞めた時期はいつですか。（１つに○） 

図表 29 仕事を辞めた時期 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事を辞めた時期は、「第１子の妊娠・出産・育児を機に辞めた」が 40.2％で最も多く、次に

「結婚を機に辞めた」が 35.5％で続いています。 

 

問 26で「１．ある（かつて働いていたが今は働いていない）」を選んだ方に伺います。 

問 29 あなたが仕事を辞めた主な理由は何ですか。（あてはまるもの３つ以内に○） 

図表 30 仕事を辞めた主な理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事を辞めた主な理由は、「仕事を続けるよりも家事・育児・介護に専念したかったから」が

47.8％で最も多く、次に「今の働き方（長時間労働など）では、家事・育児・介護と両立できな

かったから」（18.1％）、「通勤時間が長く、出産や子育てをしながら通うことが負担だったから」

（15.9％）の順となっています。 

 

  

35.5 40.2 7.2

0.7

3.6 12.0 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 N=276

結婚を機に辞めた 第１子の妊娠・出産・育児を機に辞めた

第２子以降の妊娠・出産・育児を機に辞めた 家族の介護を機に辞めた

家族の転勤・転居を機に辞めた その他

無回答

（%）

N

仕

事

以

外

に

や

り

た

い

こ

と

が

あ
っ

た

か

ら 仕

事

を

続

け

る

よ

り

も

家

事

・

育

児

・

介

護

に

専

念

し

た

か
っ

た

か

ら

結

婚

・

出

産

な

ど

を

機

に

辞

め

る

の

が

当

然

だ

と

思
っ

た

か

ら

仕

事

を

続

け

る

こ

と

に

、
夫

・

パ
ー

ト

ナ
ー

や

家

族

の

理

解

が

得

ら

れ

な

か
っ

た

か

ら

夫

・

パ
ー

ト

ナ
ー

が

家

事

・

育

児

・

介

護

な

ど

を

分

担

で

き

な

か
っ

た

か

ら

（
長

時

間

労

働

や

単

身

赴

任

な

ど

、
仕

事

の

状

況

的

に

難

し

か
っ

た

）

夫

・

パ
ー

ト

ナ
ー

が

家

事

・

育

児

・

介

護

を

分

担

し

て

く

れ

な

か
っ

た

か

ら

（
理

解

が

な

い

、
意

識

に

欠

け

る

）

通

勤

時

間

が

長

く

、
出

産

や

子

育

て

を

し

な

が

ら

通

う

こ

と

が

負

担

だ
っ

た

か

ら

今

の

働

き

方

（
長

時

間

労

働

な

ど

）
で

は

、
家

事

・

育

児

・

介

護

と

両

立

で

き

な

か
っ

た

か

ら

会

社

側

に

、
育

児

・

介

護

な

ど

を

し

な

が

ら

仕

事

を

す

る

こ

と

へ

の

支

援

制

度

が

な

か
っ

た

か

ら

妊

娠

・

出

産

し

た

人

や

介

護

を

抱

え

る

人

は

、
会

社

を

辞

め

ざ

る

を

得

な

い

雰

囲

気

だ
っ

た

か

ら

上

記

４
～

1

0

の

他

に

、
家

事

・

育

児

・

介

護

に

専

念

せ

ざ

る

を

得

な

い

状

況

だ
っ

た

か

ら

保

育

園

に

入

れ

ず

、
仕

事

を

辞

め

ざ

る

を

得

な

い

状

態

に

な
っ

た

か

ら

仕

事

に

や

り

が

い

を

感

じ

ら

れ

な

か
っ

た

か

ら

将

来

の

キ
ャ

リ

ア

が

描

け

ず

行

き

詰

ま

り

感

が

あ
っ

た

か

ら

職

場

の

雰

囲

気

や

人

間

関

係

が

良

く

な

か
っ

た

か

ら

仕

事

が

き

つ

く

、
続

け

る

の

が

困

難

だ
っ

た

か

ら

病

気

・

怪

我

を

し

た

か

ら

会

社

の

倒

産

や

リ

ス

ト

ラ

（
会

社

都

合

退

職

）
が

あ
っ

た

か

ら

家

族

の

転

勤

、
転

居

が

あ
っ

た

か

ら

そ

の

他

無

回

答

276 2.2 47.8 12.0 2.2 9.4 2.2 15.9 18.1 6.5 3.3 3.6 0.4 2.9 1.1 4.0 8.0 6.9 1.4 11.2 13.4 1.1
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問 26で「１．ある（かつて働いていたが今は働いていない）」を選んだ方に伺います。 

問 30 「こうした制度やサポートがあれば仕事を辞めなかった」など、あなたが仕事を続けるために必要だったと

思うことがあればご記入ください。（自由回答） 

図表 31 仕事を続けるために必要だったと思うこと 

主な意見を掲載します。 

仕事の時間が長いので無理だが、夫の育児の参加。 

子どもが病気の際に預かってくれる施設。 

第１子の時、１歳児で保育園に空きがなく預ける所がなかった。空きがあればすぐに仕事復帰をしていた。 

近くに両親がいれば辞めなかった。 

ライフスタイルに合わせた働き方ができればよかった。 

自分の働きたい日数、時間で働けること（フルではなく短時間）。 

子どもを安心して預けられる環境があること。 

産前産後の休暇しかなく、育休がなかったから。 

時短勤務ではフレックスタイム制度を利用できなかった。これが利用できれば仕事を続けられたと思う。 

育休がせめて入園するまであれば仕事は続けていたかもしれない。 

時短勤務に対する理解。 

つわり休業制度。         など 

 

 

問 26で「１．ある（かつて働いていたが今は働いていない）」を選んだ方に伺います。 

問 31 あなたが最後に働いていた時の働き方（雇用形態）は、次のどちらですか。（１つに○） 

図表 32 最後に働いていた時の雇用形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に働いていた時の雇用形態は、「正規の社員・職員」が 45.3％で最も多く、次に「パート・

アルバイト」（34.8％）、「派遣・嘱託・契約・非常勤などの従業員」（17.0％）の順となっていま

す。 

  

45.3 34.8 17.0 1.8

0.4 0.4

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 N=276

正規の社員・職員 パート・アルバイト

派遣・嘱託・契約・非常勤などの従業員 会社役員（経営者以外）

起業家・経営者（法人） 個人事業主・自営・家族従業など（法人以外）

家庭内職・在宅ワークなどの従業員 その他

無回答
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問 31で１～４のいずれかを選んだ方に伺います。 

問 32 あなたが最後に勤めていた勤務先の業種は何ですか。（１つに○） 

図表 33 最後に勤めていた勤務先の業種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に勤めていた勤務先の業種は、「製造業」が 15.3％で最も多く、次に「医療、福祉」（14.6％）、

「卸売業、小売業」「生活関連サービス業、娯楽業」（ともに 11.6％）の順となっています。 

 

問 31で１～４のいずれかを選んだ方に伺います。 

問 33 あなたが最後に勤めていた勤務先の職種は何ですか。（１つに○） 

図表 34 最後に勤めていた勤務先の職種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に勤めていた勤務先の職種は、「事務職」が 35.8％で最も多く、次に「販売サービス業」

（23.1％）、「専門・技術職（医師、看護師、薬剤師、技師、教員、保育士、介護士など）」（19.0％）

の順となっています。  

0.7 19.0 35.8 23.1

1.1

5.2 6.3 8.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 N=268

経営層（本部長、執行役員以上）

管理職（部長、課長、係長）

専門・技術職（医師、看護師、薬剤師、技師、教員、保育士、介護士など）

事務職

販売サービス職

営業職

技能職（工員・作業員など）

その他

無回答

3.4

15.3

1.9 2.2

5.2

11.6

5.2 5.6

7.5

11.6

6.7

14.6

3.7 3.7

1.9

0％

5％

10％

15％

20％

建
設
業

製
造
業

電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道
業

情
報
通
信
業

運
輸
業
、
郵
便
業

卸
売
業
、
小
売
業

金
融
業
、
保
険
業

不
動
産
業
、
物
品
賃
貸
業

学
術
研
究
、
専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
業

宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
、
娯
楽
業

教
育
、
学
習
支
援
業

医
療
、
福
祉

公
務
（
上
記
１
～
1
3
に
分
類
さ
れ
る

も
の
を
除
く
）

そ
の
他

無
回
答

N=268
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問 34 あなたは今後、仕事に就きたいと思いますか。（１つに○） 

図表 35 今後の就業意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の就業意向は、「今すぐにではないが、いずれは仕事に就きたい」が 56.4％で最も多く、

次に「現在抱えている不安や問題が解決されれば、仕事に就きたい」が 26.1％となっています。 

 

問 34で１～３のいずれかを選んだ方に伺います。 

問 35 あなたが（再び）働きたいと思う理由は何ですか。（あてはまるもの３つ以内に○） 

図表 36 再び働きたいと思う理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再び働きたいと思う理由は、「子どもの教育費のため」が 55.2％で最も多く、次に「生計（食

費・光熱費などの生活基盤）を維持・補助するため」（51.6％）、「自分自身の収入が欲しいから」

（31.3％）、「老後資金や結婚資金など将来に備えるため」（29.0％）の順となっています。 

  

5.2 26.1 56.4 10.5 1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 N=287

すぐにでも仕事に就きたい、求職中である

現在抱えている不安や問題が解決されれば、仕事に就きたい

今すぐにではないが、いずれは仕事に就きたい

今後も仕事に就くつもりはない、就く必要がない

無回答

51.6

29.0

55.2

9.5

8.3

26.2

8.7

3.2

4.4

31.3

14.3

1.2

2.0

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

生計（食費・光熱費などの生活基盤）を維持・補助するため

老後資金や結婚資金など将来に備えるため

子どもの教育費のため

住宅ローン・奨学金など借金返済のため

自分の能力や資格を活かしたいから

社会や他人とのつながりを持ちたいから

自分の力を活かして社会や地域に貢献したいから

キャリアを再開し、能力を高め、成長したいから

経済的に自立したいから

自分自身の収入が欲しいから

時間に余裕があるから

その他

無回答

N=252
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問 34で１～３のいずれかを選んだ方に伺います。 

問 36 あなたが今（再び）働き始める場合、どのような働き方（雇用形態）を望みますか。また、将来的

にどのような働き方を望みますか。それぞれ１つを選び、右の回答欄にご記入ください。 

図表 37 再び働き始める場合に望む雇用形態と将来的に望む雇用形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再び働き始める場合に望む雇用形態は、「パート・アルバイト」が 60.3％で最も多くなってい

ます。将来的に望む雇用形態は、「パート・アルバイト」が最も多いものの 30.2％にとどまって

います。 

再び働き始める場合に望む雇用形態と将来的に望む雇用形態を比較すると、「正規の社員・職

員でフルタイム勤務」で 13.5 ポイント増、「正規の社員・職員で短時間勤務」で 13.9 ポイント

増、「パート・アルバイト」で 30.1 ポイント減となっており、将来的には、“パート・アルバイ

ト”から“正規の社員・職員”を望んでいる人も多くなっています。 

  

15.5

2.0

18.7

4.8

30.2

60.3

2.4

0.8

8.3

5.2

0.4

7.1

4.0

0.4

1.2

1.2

0.4

0.4

19.0

17.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

将来 N=252

現在 N=252

正規の社員・職員でフルタイム勤務

正規の社員・職員で短時間勤務

パート・アルバイト

派遣・嘱託・契約・非常勤などの従業員でフルタイム勤務

派遣・嘱託・契約・非常勤などの従業員で短時間勤務

在宅勤務・テレワーク

起業（自分で事業を始める）

自営業・家族従業（法人以外）

その他

無回答
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問 34で１～３のいずれかを選んだ方に伺います。 

問 37 あなたが（再び）働く場合、資格や経験を活かして仕事したいと思いますか。（１つに○） 

図表 38 再び働く場合、資格や経験を活かしたいか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再び働く場合に、資格や経験を活かして仕事をしたいかについて、「仕事内容は特に問わない」

が 48.8％で最も多く、次に「取得している資格及び前職での経験の両方を活かしたい」（17.9％）、

「前職での経験を活かしたい」（13.5％）の順となっています。 

 

問 34で１～３のいずれかを選んだ方に伺います。 

問 38 あなたが、現在持っている資格は何ですか。また、今後仕事に活かすために取得したいと思う資格は

何ですか。その資格の名称を下の回答欄にご記入ください。 

図表 39 現在持っている資格・今後取得したいと思う資格 

現在持っている資格 件数  今後取得したい資格 件数 

簿記 16  介護福祉士 3 

保育士 14  心理カウンセラー 3 

幼稚園教諭 10  未定・わからない 3 

医療事務 9  介護系 2 

介護福祉士 8  登録販売士 2 

高等学校教諭免許 8  防災士 2 

普通自動車運転免許 8  その他少数 21 

小学校教諭免許 8    

秘書検定 8    

英検 6    

歯科衛生士 5    

中学校教諭免許 5    

調理師 5    

その他少数 86    

現在持っている資格は、「簿記」「保育士」「幼稚園教諭」などで、今後取得したい資格は「介

護福祉士」や「心理カウンセラー」などとなっています。  

17.9 10.3 13.5 7.9 48.8 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 N=252

取得している資格及び前職での経験の両方を活かしたい

取得している資格を活かしたい

前職での経験を活かしたい

取得している資格や前職での経験とは関係のない仕事をしたい

仕事内容は特に問わない

無回答
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問 34で「２．現在抱えている不安や問題が解決されれば、仕事に就きたい」を選んだ方に伺います。 

問 39 あなたが今後、仕事をしようとする上で、不安に思うことや問題になることは何ですか。 

（あてはまるもの３つ以内に○） 

図表 40 今後、仕事をしようとする上で不安に思うこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後、仕事をしようとする上で不安に思うことや問題になることは、「自分の体力・健康」が

45.3％で最も多く、次に「離職期間が長いこと」「育児・介護と仕事を両立するための勤務制度

を利用できるか」（ともに 34.7％）、「夫・パートナーや家族が家事・育児・介護などを分担して

くれるか」（32.0％）の順となっています。 

 

  

6.7

32.0

14.7

28.0

34.7

45.3

14.7

10.7

34.7

18.7

24.0

1.3

4.0

1.3

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

就職・再就職することについて、夫・パートナーや家族の理解を得られるか

夫・パートナーや家族が家事・育児・介護などを分担してくれるか

保育サービス、介護サービスなどが利用できるか

必要な技術や知識が自分に十分あるか、対応できるか

離職期間が長いこと

自分の体力・健康

職場の人間関係

労務環境（長時間労働、有給が取得できるか など）

育児・介護と仕事を両立するための勤務制度を利用できるか

希望する職種や仕事内容、処遇の会社が見つかるか

希望する通勤時間・通勤距離での仕事であるか

家族の転勤、転居

その他

無回答

N=75
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問 34で「４．今後も仕事に就くつもりはない、就く必要がない」を選んだ方に伺います。 

問 40 今後も仕事に就くつもりはない、就く必要がないのは、どのような理由からですか。 

（あてはまるもの３つ以内に○） 

図表 41 今後も仕事に就くつもりはない、就く必要がない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後も仕事に就くつもりはない、就く必要がない理由は、「経済的に働く必要がないから」「就

職せずに今後も家事・育児・介護などに専念したいから」がともに 50.0％で最も多くなってい

ます。（標本数が少ないため参考程度とします。） 

 

問 41 あなたが（再び）働くために、企業に求めることは何ですか。（あてはまるもの３つ以内に○） 

図表 42 再び働くために、企業に求めること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再び働くために、企業に求めることは、「仕事と家事・育児・介護との両立について理解があ

る」が 52.6％で最も多く、次に「勤務時間や働き方が柔軟である（短時間勤務、テレワークな

ど）」（49.8％）、「土日祝日出勤がない」（42.2％）の順となっています。  
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キャリアの構築をサポートする制度や企業文化がある

長期間働き続けることができる

取得している資格や経験を発揮できる業務に従事させてくれる

自分の希望に見合った給料がもらえる

責任のある仕事を任せてくれる

社内研修などスキルアップの機会が充実している

勤務時間や働き方が柔軟である（短時間勤務、テレワークなど）

残業が少ない、または残業がない

土日祝日出勤がない

有給休暇がとりやすい

仕事と家事・育児・介護との両立について理解がある

男女で業務内容が異なるなどの性別役割分担意識がない

職場の人間関係が良い

企業内保育所が整備されている

その他

特に求めることはない

無回答

N=287
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問 42 あなたが（再び）働くために、行政からどのような支援が必要だと思いますか。 

（あてはまるもの３つ以内に○） 

図表 43 再び働くために、行政から必要な支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再び働くために、行政から必要な支援は、「女性の採用・登用や、育児・介護と仕事を両立す

るための勤務制度の整備・運用についての、企業への働きかけ」が 47.7％で最も多く、次に「保

育・介護などに関する公的サービスの充実」（34.1％）、「就職・再就職のための支援情報や求人

に関する情報提供、求人元とのマッチング」（22.0％）の順となっています。 

 

問 43 あなたが就職するために「足りないと感じている」ことについて、さらに何かあればご記入ください。 

（自由回答） 

 

子どもの預け先 

 

子どもの長期休業期間中に面倒を見てくれる施設が少ない、またはないこと。普段から利用していない

と利用できないのは困る。 

夏休みなど長期休暇時にのみ預かってくれる施設がない。 

住んでいる市・町以外の保育園に入れないこと。仕事を始めると子どもの迎えをおばあちゃんにしても

らわないといけないが、少し遠い為、実家の近くの保育園に入れた方がいいが、優先はもちろんその

市・町に住んでいる人になるのでなかなか難しくなってしまう。 

出来ればパートや時短などで、子どもが幼稚園や学校に行っている間働きたいと思っているが、夏休

み、冬休みなどの長期休暇のみ保育園や学童に入ることが出来ないので、結局働けない状態である。こ

れからいつでも必要な時にすぐ利用できる環境がほしいと思う。 

子どもの夏休みなどの長期休暇に気軽に預け先がないこと。 

パートナーが長時間勤務で出張も多く、頼る身内も近くにおらず、いわゆるワンオペ育児なので、子供

が病気の時、学級閉鎖になった時、長期休暇の時などの預け先の確保が難しい。 

学童や保育園に、必要になった時にいつでも利用できる環境。 

急用などの時にちょっとだけ子どもの世話をしてくれる人（知人に頼むのは申し訳ないし、両親に来て

もらうには往復の時間がかかる）。 
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技術・能力向上のための訓練・講座

不安や悩み、能力開発や就職活動に関する相談窓口

就職・再就職のための支援情報や求人に関する情報提供、

求人元とのマッチング

求人企業などでのインターンシップ（就労体験）の実施

女性の働き方（離職率や再就職の状況など）に関する情報提供

保育・介護などに関する公的サービスの充実

女性の採用・登用や、育児・介護と仕事を両立するための

勤務制度の整備・運用についての、企業への働きかけ

起業に関する情報提供

その他

特に支援は必要ない

無回答
N=287
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土曜日は主人が仕事でいないので、子どもだけが自宅にいることになるなど、学校の休みの時に子ども

を預かってくれる場所。 

子どもが園や学校に行っている間のみの時間帯の就職先、受け入れの少なさ。 

小学生、中学生の子の放課後の預け先、習い事の教室への送迎、幼稚園の子の預け先、子どもが病気を

した時の看護支援。学童と習い事が両方できる様な預け先が朝日町にあると助かります。また、朝日町

内に主婦が短時間で働ける場所を作ってほしいです。 

スキル 

 

実力。 

能力はもちろん、歳も取りブランクもあるため、体力、脳の衰えも感じますし、足りないことは年々増

えていく。働けるかどうか自体不安。自身がない。 

自分のスキルアップの時間。 

資格と経験。 

パソコンを覚えたい。学力を身に付けたい。一般教養＝基準をきちんと学びたい。学歴社会になってき

ているので、さらに学びたい。今となっては０なので人との繋がりを持ってみたい。やはり年収＆安定

を求めるのであれば学ぶことだと思います。子育てにサポートが行き届いていたら良いです。 

資格取得であったり、希望の職種には就きにくいこと。年齢や家庭環境で就きにくくなっている気がす

るので、資格支援とかハローワークまで行かなくても取得できるものがあってほしい。 

行政のサービス 

 

病気の時に急に頼めたり、代わりに病院などに連れて行ってくれる。 

長期休み（夏休みなど）や放課後、病気になった時などにサービスがないとまず働けません。 

在宅ワークを普及してほしい。 

行政サービス。 

色々な世代に合ったサービス。 

周囲の理解 

 

子供の行事、急病の時に協力が得られるかどうか（家族、会社）。 

子育てしながら働く大変さの理解が足りないと思います。 

主人の理解。 

会社の子育て中の女性への理解。 

体力 

 

時間と体力 

パートナーが長時間勤務で出張も多く、頼る身内も近くにいない。いわゆるワンオペ育児なので、子ど

もが病気をした時や学級閉鎖の時、長期休暇の時の預け先が確保できない。自分の健康面にも不安があ

る。 

元々、持病があり寛解状態なので、健康な身体と体力。 

時間と体力。 

時間 

 
１日の時間がもっとほしい。 

時間。 

賃金 

 
昇給。 

仕事の内容がとても大変だし、人手もどんどん減っているのにずっと介護職は給料が安いと思います。 

自身のやる気 

 
やる気。 

ブランクがあるため、ただただ勇気が足りないと感じている。 

その他 

 

やりがい。 

子供を預けるためにはどうしたらよいのか分からない。保育園に行くためにはいつから動き出さないと

いけないか等。 

短時間の仕事、土日休みの仕事、シフトを自由に組める、3 つの条件がそろう仕事がない。 
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５ 女性が働くこと・働き続けることについて（自由意見） 

全ての方（収入を伴う仕事をしている方、収入を伴う仕事をしていない方）に伺います。 

問 44 女性が働くこと・働き続けることについて、あなたのお考えをご記入ください。（自由回答） 

主な意見を掲載します。 

周りの理解 

・家族のサポート、会社の理解が必須。 

・女性がフルタイムで働き続けるには、親族のサポートがないとかなり難しい。 

・男性、上司とは同じように働くことが難しいので、時間外勤務や有給休暇取得に理解をしてほしい。 

       など 

女性の負担 

・女性の負担が多すぎる。役場や病院受診も 17 時までで利用できない。有休を使わないと利用できない

ので大変。 

・ＰＴＡ役員・子ども会役員の負担を減らしてほしい。       など 

働きやすい環境 

・結婚、出産しても働きやすいように職場の託児所、学童保育をもっと増やしたり、有給休暇がちゃんと

とれる事。 

・男性職員の方が管理者等、上の立場になっていることが多いので、もっと女性の役職がもてるよう、様々

な研修等があればよいと思います。       など 

制度、サポート 

・子どもが小さいと長期休みに預けるのが難しいので、周囲の人や行政のサービスがないと働けないと思

います。 

・町外・市外に働きに出ている人への保育制度をもっと整えてほしい。       など 

仕事と子育てとの両立 

・家事・育児を分担できるパートナーがいると働きやすいと思います。 

・仕事と育児を両立させるため、短時間勤務など取りやすくし、職場の人たちも理解し合い、良い人間関

係を作り上げること。       など 

仕事による利点 

・親が働いている姿を子どもに見せるのは、子供の将来に“働くことが当たり前”という認識を持たせる

ことに役立つと思います。ニートを減らせる手段になるのではないでしょうか。 

・社会とのつながりは大事だと考えます。       など 

意識改革 

・男性、特に 40～60 歳代の意識が変わらないとサービスが充実していても女性が楽しく働けない。それ

を自覚してほしい。自覚してもらえないと何も社会は良い方向に変わっていかないと思う。 

・「女なのに」「女だから」と男性の労働力以上を求めてくる会社が多い。几帳面な男性は誉められるが、

女性が几帳面なのは当たり前と決めつける男性は多い。職場での女性差別はストレスがたまる。 

       など 

施設の整備 

・夏休みや冬休みなど、長期の休みに子どもが入った時に、気軽に料金を気にせず預けることのできる施

設があるといいと思う。 

・経済的に余裕ができるので、子どもの教育にお金をかけることはできるのですが、時間が足りなく、子

どもが３人いると平等に時間をかけることができない。送り迎えの不必要な通いやすい習い事が学校付

近にあればいいなと思います。       など 

その他 

・女性が働くことはすばらしいことだと思う。 

・主婦であっても自立していることが大切だと思います。 

・できれば育児や家事をしたほうがいい。       など 
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Ⅲ．女性の就労状況の分析 
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１ 女性の就労状況 

女性の労働力率は、結婚や出産の時期にあたる年代に一度下降し、育児が落ち着いた時期に再び

上昇するＭ字型曲線を描いていますが、平成 17 年から平成 27 年にかけて徐々にＭ字カーブは緩

やかになってきています。（図表１） 

本町の平成 17 年と平成 27 年の女性の労働力率をみると、女性の年齢階級別就業率におけるい

わゆるＭ字カーブは解消傾向にあるものの、国や県に比べて低い数値で推移しています。特に 25～

29歳や30～34歳の労働力率では 10ポイント程度低くなっています。（図表２） 

 

図表 1 本町の女性の労働力比較                   資料：「国勢調査」（10 月 1 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2 本町の女性の労働力比較（全国、県）              資料：「国勢調査」（平成 27 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

14.7 

69.5 

81.4 
73.5 

72.7 

76.0 
77.9 

76.2 
69.4 

52.1 

16.7 14.7 

72.3 

79.9 

72.3 

74.0 

78.0 80.3 

78.7 

71.3 

53.3 

16.9 

8.5 

69.4 69.0 

63.8 
68.2 

74.0 

74.8 75.1 

70.0 

55.8 

13.6 

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

15～

19歳

20～

24歳

25～

29歳

30～

34歳

35～

39歳

40～

44歳

45～

49歳

50～

54歳

55～

59歳

60～

64歳

65歳

以上

全国 三重県 朝日町

19.9 

65.2 

72.6 

52.0 

59.6 

70.6 
71.3 70.6 

60.6 

31.3 

11.3 
8.5 

69.4 

69.0 

63.8 
68.2 

74.0 
74.8 

75.1 

70.0 

55.8 

13.6 

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

15～

19歳

20～

24歳

25～

29歳

30～

34歳

35～

39歳

40～

44歳

45～

49歳

50～

54歳

55～

59歳

60～

64歳

65歳

以上

平成17年 平成27年



31 

■M字カーブが緩やかになった背景 

 女性の就業率の上昇の背景の一つは、女性の労働意欲の高まりがあると考えられています。 

本町においても、特に、M 字の底にあたる30～34歳（52.0％⇒63.8％）、35～39歳（59.6％

⇒68.2％）の労働力率が大きく上昇したことで、M 字カーブの底が緩やかになってきています。

（図表１） 

 女性の婚姻別の労働力率をみると、未婚者の労働力率は 25～39歳で９割を超えています。一

方で既婚者の労働力率は 25～29歳で48.8％となっており、そこから40～44歳まで緩やか

に上昇し、55～59歳までは約７割を占めています。また、既婚に比べ未婚の 25～29歳（43.7

ポイント）、30 から 34 歳（34.1 ポイント）、35～39 歳（27.1 ポイント）などでは労働力

率が高くなっており、結婚に伴った休職・退職する女性が多いことがうかがえます。（図表３） 

 平成22年と平成27年の５年間における女性の婚姻別の労働率の推移をみると、未婚者の 20

～30代の労働力率には変化はみられないものの、既婚者では20～24歳（41.7％⇒50.0％）、

30～34 歳（47.7％⇒56.6％）、35～39 歳（53.2％⇒64.7％）、40～44 歳（57.3％⇒

72.2％）と、労働力率は軒並み上昇しており、平成22年に比べ平成 27年では、結婚や出産

を機に退職する女性が減少していることがうかがえます。（図表４、図表５） 

 既婚女性の就業率の上昇のもう一つの要因としては、働き方改革による仕事と生活の調和（ワー

ク・ライフ・バランス）や女性の活躍推進をはじめとする、女性が結婚・出産しても働きやすい

よう、雇用環境改善に対する、近年の国の取り組みも大きく影響していると考えられます。 

 

 

図表３ 婚姻別女性の労働力率                     資料：「国勢調査」（平成 27 年） 
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図表４ 女性の既婚者の労働力率の推移                       資料：「国勢調査」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表５ 女性の未婚者の労働力率の推移                       資料：「国勢調査」 
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■調査結果から見る25～39歳までの労働力率が低下する背景■ 

 過去の就業経験からみると、現在収入を伴う仕事をしていない人（287人）の中で、過去に就

業経験のある人は96.2％とほとんどの人が就業経験があります。（問 26） 

 仕事を辞めた時期をみると、「第１子の妊娠・出産・育児を機に辞めた」が40.2％で最も多く、

次いで「結婚を機に辞めた」が 35.5％となっており、多くの人が結婚や出産を機に退職するケ

ースが多いことがうかがえます。（問28） 

 仕事を辞めた理由をみると、「仕事を続けるよりも家事・育児・介護に専念したかったから」が

47.8％で最も多く、次いで「今の働き方（長時間労働など）では、家事・育児・介護と両立で

きなかったから」（18.1％）、「通勤時間が長く、出産や子育てをしながら通うことが負担だった

から」（15.9％）の順となっています。（問29） 

 現在、仕事をしていない理由は、「家事・育児・介護などに専念したいから」が 55.0％と最も

多く、次いで「家事・育児・介護などとの両立に自信がないから」が 41.4％となっています。

特にこの意見は25～29歳に多くなっており、子育ての中心となる若い世代の中で仕事と家庭

の両立が容易でないことがうかがえます。（問 27） 

 本町は県内においても一人あたりの市町民所得が高くなっており、平成 28年度では3,472千

円と、県内でも５番目の高さとなっています。また、仕事をしていない理由として 30～34歳

では「経済的に働く必要がないから」が 23.9％と他の年齢層に比べて高くなっており、このこ

とも全国や県と比べて女性の労働力率が低い理由の１つと考えられます。（図表６）（問27） 

 

図表６ 県内一人あたり市町民所得             資料：「平成 28 年度三重県の市町民経済計算」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表７ 年齢層別現在仕事をしていない主な理由（問 27）    資料：朝日町女性の就労に関するニーズ調査 
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■現在、収入をともなう仕事をしている人について■ 

 現在、収入をともなう仕事をしている人は約７割（71.5％）を占めており、雇用形態は、「パー

ト・アルバイト」が 56.5％で最も多く、次いで「正規の社員・職員」が 29.0％となっていま

す。（問９）（問10） 

 婚姻別の雇用形態をみると、未婚者では「正規の社員・職員」が、既婚者では「パート・アルバ

イト」が、それぞれ約６割を占めており、既婚者では、家計をサポートするためのパート・アル

バイトの占める割合が高くなっています。（問４×問 10） 

 現在、勤めている職種は、「事務職」「専門・技術職（医師、看護師、薬剤師、技師、教員、保育

士、介護士など）」などが多く、経営層や管理職の割合は 2.7％と低くなっており、将来、管理

職を希望しない女性が７割を超えています。（問16、問17） 

 再び働き始めることができた理由をみると、「希望する働き方と、求人側のニーズをすりあわせ、

働き方や仕事内容などについて折り合いをつけたこと」が 47.4％で最も多く、次いで「家族の

理解、家事・育児・介護などの分担が得られるようになったこと」（29.3％）、「取得している資

格を活かせたこと」（26.0％）の順となっています。（問14） 

 現在の働き方と将来希望する働き方を比べてみると、「正規の社員・職員でフルタイム勤務」で

9.9 ポイント増、「正規の社員・職員で短時間勤務」で 9.1ポイント増、「パート・アルバイト」

で23.8 ポイント減となっており、将来的には、“パート・アルバイト”から“正規の社員・職

員”を望んでいる人が多くなっています。（問 18） 

 働き続けていく上での悩みや不安についてみると、「家事・育児・介護などに十分な時間をかけ

られない」が 46.2％で最も多く、次いで「賃金が安い」（21.1％）、「特に悩みや不安はない」

（20.4％）の順となっています。（問24） 

 女性が働き続けていくために必要なことについてみると、「夫・パートナーや家族による家事・

育児・介護などの分担」が 54.6％で最も多く、次いで「夫・パートナーや家族の理解」「育児・

介護と仕事を両立するための勤務制度（短時間勤務制度、フレックスタイム制度、残業の免除、

育児・介護休業制度など）」がともに 46.5％となっています。（問25） 

 

図表８婚姻別雇用形態（問４×問 10）            資料：朝日町女性の就労に関するニーズ調査 
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【分析結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

女性の就業については、就業率は上昇傾向にあり、女性の社会進出は進んできているものの、その

一方で、既婚女性で仕事をしている人の約６割は家計をサポートするために非正規雇用として働い

ています。また、管理職になりたがらない女性も多く存在しており、依然として女性登用が進んでいな

い現状がうかがえます。 

女性が働き続けるために必要なことは、夫や家族の理解や育児・介護と仕事を両立できる制度となっ

ていることから、女性が結婚・出産・子育てを終えた後も継続して働くことができるよう、これまでの長時

間労働の是正や有給休暇の取得など働き方を改め、男性が家庭で家事・育児等に積極的に参画

しやすい環境をつくっていくことが、ひいては女性の就労支援や活躍の場の拡大にもつながるものと考え

られます。 



36 

■現在、収入をともなう仕事をしてない人について■ 

 現在、仕事をしていない理由をみると、「家事・育児・介護などに専念したいから」が 55.0％

で最も多く、次いで「家事・育児・介護などとの両立に自信がないから」（41.4％）、「希望する

勤務条件（勤務日数、勤務時間など）を満たす仕事がないから」（20.9％）の順となっています。

（問27） 

 今後の就業意向についてみると、「今すぐにではないが、いずれは仕事に就きたい」が 56.4％

で最も多く、次いで「現在抱えている不安や問題が解決されれば、仕事に就きたい」が 26.1％

となっています。また、再び働きたい理由については、「子どもの教育費のため」が 55.2％で

最も多く、次いで「生計（食費・光熱費などの生活基盤）を維持・補助するため」（51.6％）、

「自分自身の収入が欲しいから」（31.3％）、「老後資金や結婚資金など将来に備えるため」

（29.0％）の順となっています。（問34、問35） 

 現在、希望する働き方と将来希望する働き方を比べてみると、「正規の社員・職員でフルタイム

勤務」で13.5 ポイント増、「正規の社員・職員で短時間勤務」で 13.9ポイント増、「パート・

アルバイト」で30.1 ポイント減となっており、将来的には、“パート・アルバイト”から“正

規の社員・職員”を望んでいる人も多くなっています。（問36） 

 今後、仕事をする上で不安に思うこと・問題になることについてみると、「自分の体力・健康」

が 45.3％で最も多く、次いで「離職期間が長いこと」「育児・介護と仕事を両立するための勤

務制度を利用できるか」（ともに 34.7％）、「夫・パートナーや家族が家事・育児・介護などを

分担してくれるか」（32.0％）の順となっています。（問39） 

 働くために企業に求める支援についてみると、「仕事と家事・育児・介護との両立について理解

がある」が52.6％で最も多く、次いで「勤務時間や働き方が柔軟である（短時間勤務、テレワ

ークなど）」（49.8％）、「土日祝日出勤がない」（42.2％）の順となっています。（問41） 

 働くために行政に求める支援についてみると、「女性の採用・登用や、育児・介護と仕事を両立

するための勤務制度の整備・運用についての、企業への働きかけ」が 47.7％で最も多く、次い

で「保育・介護などに関する公的サービスの充実」（34.1％）、「就職・再就職のための支援情報

や求人に関する情報提供、求人元とのマッチング」（22.0％）の順となっています。（問42） 

 

【分析結果】 

 

 

 

 

 

 

女性が仕事を続ける、再就職に必要なことについて見ると、子育てや介護について不安や問 

 

 

 

 

 

現在、働いていない人で、将来的には働きたいと考えている人は全体の８割を超えています。女性が

仕事を続ける、再就職に必要なことについてみると、子育てや介護について不安や問題を抱えている

人が多く、子育てや介護の支援制度を充実していく必要があります。また、企業に対しては「仕事と家

事・育児・介護との両立について理解」「勤務時間や働き方が柔軟である（短時間勤務、テレワーク

など）」が求められており、行政に対しては「女性の採用・登用や、育児・介護と仕事を両立するため

の勤務制度の整備・運用についての、企業への働きかけ」「保育・介護などに関する公的サービスの充

実」が求められていることから、短時間勤務制度、フレックスタイムや在宅勤務、テレワークなど、個人の

事情に応じたより柔軟で多様な働き方が選択できる環境づくりが必要になります。 
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